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【第一部】
○司会　特色ある大学教育支援プログ
ラム、通称、特色 GP 採択記念シンポジ
ウムの第３弾といたしまして、「ｅラー
ニングと全カリ～その可能性を考える
～」という統一テーマで本日のシンポ
ジウムを開催させていただきます。
　まず、主催者側を代表いたしまして、
山本博聖全カリ部長よりごあいさつ申
し上げます。よろしくお願いします。
○山本　山本です。ご来場いただきあ
りがとうございます。まず今日は吉田
先生にｅラーニングについてお話しい
ただきたいという趣向になっておりま
す。
　吉田先生には以前、全学共通カリキュ
ラムの外部評価をご担当いただきまし
て、さらに、その採択された立教科目
についても我々がプレゼンテーション
を行った会場に座っておられまして、
そのおかげでぐっと落ち着いてプレゼ
ンテーションできました。ということ
で、吉田先生には非常にお世話になっ
ています。また今回は無理を言いまし
て、このシンポジウムの基調講演のお
願いをしまし
た。快くお引
き受けいただ
きまして、あ
りがとうござ
いました。
　私の挨拶は
このくらいで、
さっそくシン
ポジウムに移
りたいと思い
ます。よろし
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くお願いします。
○司会　ありがとうございました。
　現在、さまざまな大学でｅラーニン
グについて取り組みがなされているわ
けですが、必ずしも活用しきれていな
いのではないかというような認識がご
ざいます。このｅラーニングは、遠隔
教育の流れをもって行われている、あ
るいは授業を補完するためのブレンド
型のｅラーニングとか、さまざまな活
用の仕方が模索されているわけです。
本日は「ｅラーニングと全カリ」とい
うテーマで進めていきたいと思ってい
ます。
　申し遅れましたが、本日の司会を務
めさせていただきます全カリ運営委員
の松本でございます。よろしくお願い
いたします。
　それでは、まず基調講演者をご紹介
させていただきたいと思います。本日
ご講演をいただきますのは、独立行政
法人メディア教育開発センター教授の
吉田文先生でございます。タイトルは、
「大学教育におけるｅラーニングの現状
とその可能性」ということでございま
す。
　吉田先生には、先ほど山本部長から
説明がありましたように、全学共通カ
リキュラムの外部評価委員をお務めい
ただきました。ご専攻は教育社会学、
高等教育で、ご著書には、『人間情報科
学とｅラーニング』、『大学ｅラーニン
グの経営戦略―成功の条件』、『アメリ
カ高等教育におけるｅラーニング―日
本への教訓』など、多数ございます。
私も司会者ということで勉強させてい
ただきまして、本日のテーマに関連し
たものとしては特に、この『アメリカ
高等教育における e ラーニング―日本
への教訓』と『大学ｅラーニングの経
営戦略―成功の条件』は、私たち立教
大学の関係者にとってもさまざまな示
唆に富む内容です。
　私自身も今日のご講演を大変楽しみ
にしております。この分野の第一人者
の吉田先生をご紹介したいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。
○吉田　メディア教育開発センターの
吉田でございます。どうぞよろしくお
願いいたします。
　今回のお話を山本部長からいただき、
何を話そうかなといろいろ考えました。
日本でｅラーニングというと、最近起
きた新しい現象、特殊なものという見
方が強い部分がありますが、実は欧米
で行われているｅラーニングを見ます
と、それまでの遠隔教育の延長上にあ
り、それに対する需要がある中で行わ
れているという状況があるということ
が、今日のお話のポイントです。
　さらにもう一つ、日本の場合には、
幸運なのか不幸なのか分かりませんが、
教育のグローバル化の影響をほとんど
受けていないという状況です。
　他方、欧米では、ｅラーニングは高
等教育のグローバル化を牽引している
という状況もあります。今後、日本の
大学の問題を考えるにあたって、ｅラー
ニングを単に閉じた空間の中における
教育という問題ではなくて、日本とい
う場を世界に広げる、あるいは世界が
日本に入ってくる一つの手がかりにな
りうるだろうというようなことを考え、
諸外国の状況と日本の状況と合わせて
概観していきたいと思っております。
　今日は５点にわたってお話をさせて
いただきます。
　まず第１点は、遠隔教育の歴史のな
かでのｅラーニングの位置づけの話。
第２点は、英語先進諸圏におけるｅラー
ニングの動向。第３点目は、発展途上
国におけるｅラーニングの動向。この
２と３を併せまして、ｅラーニングを
手段として、高等教育におけるグロー
バル化が進んでいるということをご確
認いただければと思います。そして世
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界の状況を見
たあと、第４
点目は、日本
の高等教育の
中でｅラーニ
ングが今どの
程度行われて
いるかという
状況を確認し、
そして最後は、
私見の域です
が、日本にお
けるｅラーニ
ングの可能性
について、い
くつかポイントを提示したいと思いま
す。
　遠隔教育は、教育の機会をなるべく
多くの者に与えようという理念に支え
られてきました。これは、近代社会に
おいて、教育にとっての望ましい理念
として課せられていたわけです。なる
べく多くの人に教育を与えるというこ
とを、私たちは是と信じて教育機会を
拡大してきました。ただ、それでも教
育の機会にあずかれない人もいます。
それは、時間と空間を縮減できない人
です。学校という場に来られない人、
授業をやっている時間帯に来られない
人。そういう人たちにまで教育の機会
を拡大するにはどうしたらいいかとい
うことで始まったのが、遠隔教育とい
う手法です。
　時間と空間の距離を縮減するために
は、何らかのテクノロジーが必要です。
そのテクノロジーとして登場したのが、
第一世代の郵便制度です。この郵便制
度を利用しまして、印刷教材を学生の
もとに送る。学生はそれを勉強して試
験を受けたり、レポートを書いて大学
へ送り返すという方法が、アメリカの
高等教育で開始されました。1892 年の
ことです。100 年を優に超える昔に始
まっております。日本の大学の通信制
の課程では、現在もまだこのような手
法で行われることが多いですね。
　ただ、このシカゴ大学のエクステン
ションで開始された遠隔教育は、正規
の学位を与える課程ではありませんで
した。
　その次の第二世代が放送です。ラジ
オのほうは、1910 年代後半から 20 年代
の間に始まっているのですが、ラジオ
はあまり人気がありませんでした。
　そのあとアメリカでは、1930 年代か
ら実験的にテレビを使う方法がとられ
ていました。それが本格的にかつ大々
的に始まり、高等教育という形態をとっ
たのは、やはり1967年にイギリスにオー
プンユニバーシティができたことを特
筆すべき事項として挙げておきたいと
思います。
　このイギリスの公開大学は、正規の
大学として学位を授与しており、博士
課程まで持っております。ここではす
べて遠隔教育の形態で授業が行われま
す。イギリスの公開大学は、遠隔教育
のモデルとして全世界的に広がりを見
せています。
　日本は、放送大学が公開大学の一つ
ですが、イギリスで公開大学が開設さ
れたころに、日本でも計画がありまし
た。もちろんその当時、一番需要もあっ
たわけです。ただ、いろいろポリティ
カルな状況が絡み、日本の放送大学は
非常に後発のスタートで、その頃には、
大学への進学需要は安定期に入ってし
まいました。
　他方、1970 年代の発展途上国では、
増大する高等教育需要をどのように満
たしていくかという課題に対して、イ
ギリスの公開大学を一つのモデルとし
て遠隔教育機関がつくられたのです。
例えばお隣の韓国もそうですし、台湾
では空中大学、中国では電視大学と呼
ばれています。さらに、タイ、インド
吉田　文氏
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ネシア、マレーシア、インド、パキス
タン、トルコとほぼすべてで公開大学
が設立されました。高等教育需要をキャ
ンパス型の大学でまかないきれない時
に、それを公開大学の手法で吸収して
いきました。
　そのあと、ここでは第三世代として
インターネットを挙げたいと思います。
実は、2.5 世代ぐらいに位置して、1980
年代に、衛星によるテレビ会議システ
ムというものがあります。技術的に見
れば、放送の次に来るのはこのテレビ
会議システムですが、あまり広がりを
見せませんでした。なぜならば、テレ
ビ会議システムは時間と空間の距離の
縮減という点においてやや難がありま
す。テレビ会議という装置が必要です。
そうすると、ある固定した場所が必要
です。また、同じ時間帯にやりとりを
しようとする場合、同じ時間に集まら
なくてはいけないということで、時間
と距離の縮減という点で難がありまし
た。それとともに衛星の回線の使用料
が高いということが妨げとなってしま
いました。
　遠隔教育のテクノロジーは、郵便か
ら放送と変化しましたが、なぜこれら
が使われたのでしょうか。それは安い
からです。全国にくまなく郵便のネッ
トワークが広がり、非常に廉価に利用
できるという状況があって初めて、そ
の上に乗ることができます。放送もそ
うです。放送も全国どこでも、スイッ
チを入れればテレビが見られるという
状況になっていなければ、あまり意味
を持ちません。
　そうなった時に、通信衛星を使った
遠隔教育は、時間と空間の縮減という
点でも、費用という点でもやや難あり
と言っていた時に、インターネットが
登場しました。インターネットは軍事
目的で開発され、それが一般開放され
たわけですが、全世界津々浦々まで広
がりを持てるネットワークになった。
しかも、無料で使えるということ、さ
らに技術的な点で言えば、双方向性が
非常に容易にできるようになったとい
うこと、それから、もう少し技術的な
点で言えば、マルチメディアが使える
ようになったことなどメリットが多く
ありました。マルチメディアというの
は何かといいますと、テキストと音声
と映像、映像には静止画と動画があり
ますが、それらを一体化して PC 上で使
用できることを言います。たとえば、
コンピュータの中で PowerPoint を利用
すれば、テキスト、ストリーミング・
ビデオなどを一体化して扱うことがで
きます。要は、デジタルの技術のおか
げで、私たちの日常空間を構成してい
るメディア環境が、コンピュータの中
に容易につくれるようになったのです。
　インターネットは、爆発的に拡大し
ました。インターネットを使用した遠
隔高等教育がいつ始まったかについて
は、1989 年にフェニックス大学が行っ
た形態を原初的なものと捉えることが
できるでしょう。ただ、この当時まだ
インターネットではなく、コンピュー
タのネットワークを使ってメインフ
レームにモデムでアクセスするという
方法でした。それでも、キャンパスに
一歩も足を踏み入れることなく MBA の
学位が取れるということを謳い文句に
して、正規の学位を出すプログラムを
始めています。
　インターネットが爆発的に普及した
のは 1995 年です。これは Windows95 が
売り出された年で、それまでの Windows
より使い勝手がいいということと、ブ
ラウザとして Internet	 Explorer が公
開された年です。これ以降、インター
ネットは全世界的に、爆発的に普及し
ていきますし、それと歩調を合わせる
かのように、インターネットを使って
教育を提供する形態の e ラーニングも
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広がりを見せています。
　ここで言いたいことは、ｅラーニン
グは、遠隔教育の各種のノウハウの蓄
積があって、その上に成り立っている
ということです。技術はいくつか交代
しましたが、その背後にある理念、つ
まりこの 100 年の歴史の遠隔教育が何
を目的としてきたかといいますと、教
育の機会を拡大するということでした。
とくに、遠隔教育の場合、主に対象と
してきた学生層は、すでに職業を持っ
ている成人です。その人たちが教育を
受ける場合の時間と空間の制約を解く
ために、遠隔教育という方法はメリッ
トがあるのです。それを高等教育が担っ
てきたということです。正規の学位が
授与されるものも多いですが、教育内
容は成人対象の職業教育的なものが多
いというのが、これまでの経緯です。
　さて、そのｅラーニングについて、
英語先進圏ではどのぐらい実施されて
いるかを、最近行われた調査をいく
つか見ていきましょう。アメリカは、
2006 年に単位取得が可能なｅラーニン
グを開設している高等教育機関が 76
パーセントにのぼっています。ｅラー
ニングを受講している学生数は 349 万
人で、2002 年の 160 万人から大きく伸
びています。この 349 万人は、高等教
育機関の全在学者の約２割にのぼりま
す。
　次にイギリスの状況を見てみましょ
う。イギリスは、先ほどの公開大学で
学んでいる学生は 18 万人です。ただ、
公開大学は全てをインターネットで実
施しているわけではなく、従来型の放
送を中心として実施しています。指摘
したいのは、正確な数字がよく分から
ないのですが、在学者のうち数万人は
海外からの受講者といわれています。
特にイギリスの旧植民地であるシンガ
ポール、香港、マレーシアといったあ
たりには、多く在学者がいるそうです。
　では、イギリスの国内の大学ではど
うなのかといいますと、キャンパス型
の大学の中での遠隔教育型のｅラーニ
ングの実施率は 11.9 パーセントで、必
ずしも多くはありません。では、そこ
に、ブレンディッド型、つまり対面授
業と組み合わせたｅラーニングを実施
しているところを加えますと、33.0 パー
セントになります。では、そこにさら
に授業の資料等を Web に掲載して、授
業後に見られるといった形で実施して
いるところを加えると、75 パーセント
になります。すべてを遠隔教育型のｅ
ラーニングで実施しているというとこ
ろは必ずしも多くはないですが、ブレ
ンディッド型、あるいは、授業の補完
型でやっているところは、相当数にの
ぼっているということは見てとれます。
　オーストラリアについても、ほぼ同
様なことが言えます。キャンパス型の
大学で実施している遠隔教育型のeラー
ニングは、イギリスよりはやや多く
18.9 パーセントですが、アメリカには
及びません。遠隔教育型にブレンディッ
ド型を加えると半数弱 47.0 パーセント
になります。さらに授業資料の掲載等
を加えると 87 パーセントになります。
　イギリスやアメリカのｅラーニング
は、それをどのように定義するかによ
りますが、三つぐらいに分けてみれば
よいかと思います。最も広義にとらえ
れば、８割から９割の高等教育機関が
実施している。ただし、非常に狭義な
ｅラーニングでとらえると、１割から
２割。その範囲で考えていただければ
いいのではないかと思います。
　ただ、授業資料の掲載という次元ま
で含めて考えて、８割から９割が実施
しているということは、実はここには
LMS（Learning	Management	System）と
いうソフトがほぼすべての大学に入っ
ているという背景があります。それを
前提にして、さまざまな形態でのｅラー
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ニングができるという状況があります。
　次に、発展途上国のほうはどうでしょ
うか。今、最も発展を遂げている高等
教育市場はアジアです。アジアでも特
に中国です。それとともにもう一つ先
進国から非常に注目を浴びているのは、
アジアにある英語圏です。先ほど申し
上げたように、シンガポール、香港、
マレーシア、インド等は、旧イギリス
植民地だったということもあって、英
語が半公用語的に使われます。こうし
たところに対して、英語先進圏はｅラー
ニングという手法を使って高等教育を
輸出しております。これは、WTO による
推進も後押しになっています。しかし、
発展途上国の先進国の大学の学位に対
する要求が非常に強いことも大きく関
わっています。従来、これらの国々は
限られた人を留学で送り出していまし
た。しかし、国内にいながらにして同
じ内容がｅラーニングで学べるという
ことであれば、さらに多くの人が教育
機会を獲得できるというのが、先進圏
側の考えです。
　また、アジア側から見ても、留学す
る費用まではないけれども、ｅラーニ
ングで受講するならなんとかなる、そ
の費用がまかなえると思った時に、そ
こで双方のあいだで商談が成立してい
るという状態です。
　例えばシンガポールでは、高等教育
機関在学者の 56 パーセントは国外の高
等教育機関の授業を受講しているとい
うデータがあります。シンガポールに
は、国外の大学が多く分校を設立して
います。そこに教員を送り込んで授業
を提供するというような形の分校が、
国外の高等教育受講者の半分になりま
す。
　また、イギリスの高等教育の受講者、
そのうちには公開大学の受講者が多く
含まれていますが、それが４分の１を
占めています。さらにオーストラリア
の高等教育を遠隔教育の形態で受講し
ている者が４分の１となっています。
このように、英語先進圏のｅラーニン
グは、アジアに多く入っております。
　ところで、日本でこういう事例をご
存じでしょうか。例えば、学生が海外
の大学のｅラーニングを受講している、
あるいは、海外のどこかの大学と提携
して、自分の大学の単位に互換できる
コースとして提供している大学などを
ご存知の先生方はいらっしゃいますで
しょうか。もしあったら、ぜひ教えて
いただきたい。私もいろいろ調べてい
ますが、よく分かりません。それぐらい、
日本では、海外の e ラーニングとは無
縁なのです。
　では、日本の高等教育機関は、どの
程度ｅラーニングを実施しているので
しょう。ここに提示したデータは、４
年制大学の学部を単位とした比率です。
例えば、インターネット授業を配信し
ている大学は、2004 年の段階で 19.4
パーセントと２割弱です。それが、単
位認定しているインターネット授業に
なると、5.4 パーセントほどになります。
さらに、海外からの単位認定をするイ
ンターネットになると、0.4 パーセント
という状態です。
　なぜ日本では遠隔教育型のｅラーニ
ングが、少ないのかということになり
ますと、一つは遠隔教育についての伝
統があまりないということがあります。
したがってｅラーニング、インターネッ
トに教育を載せるという手法が入って
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きた時に、そこに合わせていくという
流れが非常に弱いのです。
　確かに、日本でも、一部の私立大学
は通信教育部を持っていらっしゃいま
すね。そこの在学者は、通学制の大学
の在学数の９パーセントです。非常に
数が少ない。
　もう一つは、遠隔教育を受講する主
たる学生層であった社会人が、大学に
もどって学習する慣習が弱いことを指
摘する必要があります。日本の高等教
育機関において、仕事もあり、家庭も
ありといった、いわゆる社会人学生は
10 パーセントにはなりません。
　ただ、興味深いのは、既存のキャン
パス型の大学とは違うところが、e ラー
ニングに手を伸ばし始めていることで
す。象徴的なのが、株式会社大学のｅ
ラーニングです。サイバー大学、ビジ
ネスブレークスルー、レックなどの株
式会社立大学は、ｅラーニングを導入
しています。数は少ないですが、既存
の大学ではなく新規参入した大学が、
一様にｅラーニングに関心をもってい
るという状況は見過ごすことはできま
せん。
　他方、既存の教育機関は遠隔教育型
のｅラーニングを実施しているところ
は少ないですが、IT そのものは次第に
利用されるようになっています。1999
年から2004年までの変化を見たところ、
例えば PowerPoint の利用は 65.5 パー
セントから 89.4 パーセントへと非常に
増えております。電子メールなどでレ
ポートの課題を提出するというところ
も、52.6 パーセントから 67.6 パーセン
トへと大きく伸びています。シラバス
や次週の予告などの情報を Web に掲載
するところも、ここ６年間で 31.8 パー
セントから 61.6 パーセントへと倍に
なっています。
　これらから、高等教育における
ICT（Information	 and	 Communication	
Technology）の利用は、ほぼ不可欠だ
と考えられるようになったことがわか
ります。
　それでは、教育を担当する教員の側
は、どのくらい使用しているのでしょ
うか。これは2006年に行った調査です。
PowerPoint を授業で利用されている先
生は72パーセントにものぼっています。
PowerPoint の利用はかなり一般化して
います。授業においてインターネット
で検索した情報を配布している先生も
75.1 パーセントとかなり多いですね。
　ただ、次に教材や資料の Web での掲
載になると、30.8 パーセントと少ない
ですね。先ほどの高等教育機関対象の
調査では、６割が実施していると回答
されていますが、個々の先生に聞くと、
３割になります。授業に関する自習用
の練習問題の Web 掲載は 15 パーセント
です。PowerPoint 等を利用されるとい
う点で見れば、教員の ICT に関するレ
ディネスは、相当あると言ってもいい
でしょう。しかし、個人の自律性の高
い講義の中で、やりたい人が、できる
人が私用する状況になっています。あ
る程度、組織的な取り組みが必要な Web
の利用へは広がっていないということ
なのでしょう。教員の ICT の利用は、
個人の選好に依存する点の集合になっ
ているというのが実態かと思います。
　このように見てきますと、日本の大
学の ICT の利用は、どうなっていくの
でしょうか。繰り返しになりますが、
現状としましては、大学教育の周辺部
分での利用は進んできました。しかし、
多くは、教育を担当している教員のオー
トノミーに依存しているような状況で
す。これを私は点としての利用という
呼び方をしています。
　その次のステップとして、点が線や
面になって、高等教育が組織的に ICT
を利用するようになるかという問題が
考えるべきことでしょう。そのために
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は、やはり FD というのは欠かせないと
思います。FD というのは、単に教員の
個人スキルをあげるということではな
くて、教員全体で組織的に取り組むと
いった土壌を持てるかどうかというこ
とです。
　日本は、遠隔教育型のｅラーニング
というのは、さほど盛んではありませ
んでした。その需要が顕在化しない状
況では、ICT のメリットは対面授業の補
完のような形態での利用にあるでしょ
う。授業の予習や復習、授業の延長の
議論や課題の場のような利用方法があ
るでしょう。しかし、そういった形態
での ICT の利用は、遠隔教育としての
利用と同根ではないかと思っています。
なぜかといえば、遠隔教育とは時間と
空間の距離をどのように縮減するかと
いうものでした。教授学習課程におい
て ICT を利用することとは、対面教育
の授業以外の場面を、遠隔教育で補完
するという形での利用です。教員と学
生との時間と空間が離れている点では、
どちらも同じです。
　一番最初の問いに立ち返ってみれば、
教育の機会を拡大するという理念のも
とで、われわれは近代社会の教育をと
らえ、遠隔教育を究極の形態としてき
ました。それは、教育の機会にあずか
れない人に教育を与えるということだ
けでなく、いかに学習を強化するかと
いう側面があって、各種のテクノロジー
が利用されてきました。
　日本におけるｅラーニングの可能性
ということで言えば、遠隔教育型より
もむしろ対面型の授業をコアにしなが
ら、そこのプラスαをいかに増やして
いけるかというところになるのでしょ
う。しかし、それは遠隔教育としての
利用とまったくかけ離れたものではな
く、時間と空間の距離を縮減したとこ
ろで学生の学習を強化するという共通
の目的があるということをご理解いた
だければと考えております。
　以上で私の話を終了させていただき
ます。どうもありがとうございました。
○司会　とても示唆に富む内容でした。
内容もすばらしかったですが、予告ど
おりぴったり時間どおりお話しいただ
きまして、感服いたしました。
　立教大学の場合には、遠隔教育の歴
史もありませんし、社会人学生の数も
あまり多くないので、吉田先生がおっ
しゃったように、ブレンディッド型、
つまり対面教育との補完型のｅラーニ
ングの活用ということが課題なのかな
と思いました。
　それ以外にも、今日のお話の中で、
他大学、特に海外の大学とのやりとり
の可能性という点は、私が所属する経
営学部は、海外の提携校とのやりとり
を重視しているものですから、大変興
味深く聞かせていただきました。
　また、立教大学の場合には、池袋と
新座とキャンパスが少し離れておりま
すので、教育の内容を幅広くするため
にも、遠隔型 e ラーニングの可能性が
あるのかなということも感じました。
　それでは５分ほどフロアからご質問
を受け付けたいと思います。記録のた
め、ご質問の際はご所属とお名前をお
願いできればと思います。どなたかご
ざいますか。外部の方ももちろんご質
問していただいて結構です。対面式で
すので、気軽にご質問いただければと
思います。
○五十嵐　法学部の五十嵐です。お話
の４番目のところで、日本のｅラーニ
ングの実態で、株式会社という話をな
さっていらっしゃいましたけれども、
成果はどんな具合になっているのです
か。始まったばかりかもしれませんけ
れども。
○吉田　卒業生がまだ出ていないので、
卒業生のアウトプットで判断すること
ができません。では、入学者がどれぐ
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らい集まっているかという点では、サ
イバー大学の場合は定員が非常に多く、
それを満たしているという状況には
なっていません。ただ、昨日か一昨日
の新聞報道で、サイバー大学について
は、設置審（大学設置・学校法人審議会）
の中でいろいろ問題が指摘されている
というところですね。
　どういう点かといいますと、ｅラー
ニングのシステムの問題ではなくて、
それを運用していく時に、きちんと支
援体制がつくられていないとか、当初
はもっとコミュニケーションを頻繁に
とるという話でやっていたのが、実質
的にはコミュニケーションがほとんど
とられないような状況になってしまう
とか、そういったことについて疑問が
呈せられています。株式会社立のeラー
ニングには、授業を画面上に流してし
まえば、それですべてよしといった発
想が垣間見られます。大学の経営者側
が考えている、大学教育がそういった
ところにあるという問題点が大きいと
思います。また、コストの問題と絡ん
できまして、もしきちんと手当てをし
ようと思ったら、かなりのコストがか
かります。e ラーニングといっても、学
生とのコミュニケーションの頻度を高
めていくことを考えなければ、学習は
継続しないわけです。その場合には、
チューターのような生身の人間が必要
です。この点を考えると、人件費など
が必要です。おそらくそれをやってい
ると、経営上なかなか成り立たないと
いうことが起こってくるのでしょう。
○青木　文学部の青木です。サイバー
大学などに典型的かと思うのですが、
基本的に高等教育というくくりでお話
をされた際に、初期の通信教育みたい
なものが、特に職業人の、ということ
はおっしゃられましたけれども、今は
どんどんこういうｅラーニングが広
がってくる中でいうと、やはり人文系
であるとか自然系、大まかに言って人
文系、自然系、社会系みたいな分野の
違いがある種出てくる部分があるかな
と思うんですけれども、そのあたりに
ついて、おそらくサイバー大学の問題
も少しそこに関係のある部分があるか
なと思うので、何かコメントを少し足
していただければと思います。
○吉田　これは経験値として、e ラーニ
ングにどのような教育内容が多いかを
みますと、基本的に職業教育です。まず、
ビジネス系が圧倒的に多く、次に来る
のは教育です。これは、教員の再教育
としての教育です。それから、健康科
学です。これは看護師の再教育と、看
護の領域から健康の方面へ幅を広げる
ような教育内容です。また、工学も多
いですが、これは IT に関する内容です。
だいたいどこの国をみてもこの四つぐ
らいが上位に挙がってきます。純粋な
人文系のものとか、純粋リベラルアー
ツ系のものというのは、数の上では少
ない部類に属します。
○司会　まだご質問があると思います
が、時間になりましたので、先生には
後ほど第三部の討論のあとのフロアの
質疑にもお答えいただくということに
して、第一部の講演はこれにて終了と
いたします。
【第二部】
○司会　それでは、第二部を始めさせ
ていただきたいと思います。
　第二部は三つの事例報告でございま
す。学内の３人の方にお話をいただき
たいと思います。
　トップバッターは、川﨑晶子教授に
お願いしたいと思います。川﨑先生は
現在、コミュニティ福祉学部教授で、
来年４月からは新設される異文化コ
ミュニケーション学部の教授になられ
ます。現在、全学共通カリキュラム運
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営センターの英語教育研究室主任とし
て、なんと 1,000 コマを超える英語カ
リキュラムを統括されております。今
年度からは英語教育研究室のリーダー
シップのもと、REO（リオ）と呼ばれる、
Rikkyo	English	Online というインター
ネットを利用した英語教材を、立教大
学の全学生・全教職員およそ 18,000 人
を対象として、利用可能な環境を整え
られました。この REO を中心に、15 分
間と短い時間ですけれども、お話しい
ただきたいと思います。よろしくお願
いします。
○川﨑　川﨑です。よろしくお願いし
ます。
　今日は、５つの点についてお話しし
たいと思います。まず、立教大学の英
語教育とｅラーニングはどういう関係
にあるのか、それからREOの導入の背景、
そして内容。さらに REO の導入と利用
状況。最後に英語のｅラーニングの今
後について、私見ではありますけれど
も、お話ししたいと思います。
　立教大学の英語教育は先ほど先生に
お話しいただいたように、やはり対面
授業が中心です。そして、その対面授
業の中でも、１年生の授業の目的は発
信型と異文化対応です。要するに、い
ろいろな人に対応して、やりとりがで
きるようにということを大目的として
いるのです。
　しかし、その対面授業で培われる英
語力だけではなくて、PC で伸びる英語
力というものがあることにも我々は気
づきました。この場合のPCというのは、
インターネットを通じての Web 教材と
いうものなのですが、そういうもので
伸びる英語力で、対面授業をささえな
がら、総合的な英語力の向上をめざし
たいという考えでおります。
　現在、TOIEC、TOEFL などの、テスト
で測れる英語力が世の中で大事にされ
ていますが、それにこの PC で伸びる英
語力がかなり関連があるようです。PC
で伸びる英語力の訓練をしているうち
に、テストで測れるほうの英語力もわ
りに上達していくというような面もあ
ることにも気づきました。
　しかし、それと同時に、テストで測
れない英語力も重要で、そういう意味
で、この対面授業と PC の両方をとても
大事に思っています。
　立教大学での PC 利用の英語は、ALC	
NA と REO と Webtest（ウェブテスト）
の３本立てになっています。NA はアル
クが制作しているネットアカデミー、
REO というのは Rikkyo	English	Online
の略で、「レオ」ではなく「リオ」と読
みます。それから、ウェブテストをあ
わせて、この三つが英語教育のｅラー
ニングの中で、重要な位置を占めるよ
うになってきています。
　次に、REO の導入の背景を４点ほどご
説明します。2006 年度から必修授業で
R&LPC、つまりリーディングとリスニン
グの勉強をパソコンを使って展開して
います。この授業でアルクのネットア
カデミーを利用しているのですが、そ
の背景には、立教の英語教育の変遷が
あり、そのあたりが REO の導入にもずっ
と繋がっていきます。
　その点について少し説明しましょ
う。現在の英語の授業というのは、COC
（Communicative	 Course）というコミュ
ニケーションを
重視したクラス
と、LCC（Language	
a n d 	 C u l t u r e	
Course）という、コ
ミュニケーション
を重視しつつ、特
に言語文化につ
いてのリーディ
ングを勉強しな
がら、文化とは
何 か と い う こ 川﨑　晶子
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とを考えるという２つのコースに分か
れています。週４日の授業のうち週２
回は Interactive	 World	 English とい
うコミュニケーションの訓練の場のよ
うな授業とか、English	 for	 Culture	
Understanding という、言語文化を理
解する授業があります。これは全て週
２回の授業ですが、それと週１回の半
期 PC を含むリーディング＆リスニング
の授業と、あと残りの週１回は、半期
でライティング半期でメディア・イン
グリッシュあるいは、イングリッシュ・
スルー・ビデオという、新聞や雑誌を
読んだり、ビデオを見たりの授業にな
ります。
　学生は週４回英語のクラスを取り、
そのうちの前期あるいは後期どちらか
の半期で、R&L	PC の授業を受けます。1
学年の人数は約 4,300 人ですが、その
全員が１年間に半期（前期または後期）、
コンピュータを使って英語学習をする
というような状態になっています。
　全カリは1997年に開始していますが、
特に英語必修カリキュラムでは大学全
体で基礎教育をやろう、統一のシラバ
スで授業を行おうということをやって
いて、毎学期末学生の感想を調査して
います。2005 年の COC コースの結果で
見ると、８割以上の学生が自分が履修
したコースに満足していました。ただ
その一方でちょっと怖い数字があり、
英語力がついてきたと思う数字は 36.40
パーセントとすごく低かったのです。
これは 2005 年の結果です。毎年毎年本
当に一所懸命、参加して楽しい授業や
アクティビティの多い授業を工夫して
きましたが、その一方で、英語力がな
かなかつかないという事実がありまし
た。そこで、これに対して、ひとつ基
礎力を伸ばす工夫をしよう、学生はみ
な得意・不得意は別々なのだから、そ
のいろいろ不統一のものをまとめて行
う授業の中でも、自分の弱いところを
強化したり、強いところを伸ばしたり
できるような授業をやりたい、それが
できるのは PC ではないかということに
なり、コンピュータを使った英語のク
ラスを導入しました。
　実施初年度に行った LCC 下位クラス
のアンケートの結果によると、R&L 演
習、つまり普通の対面授業では、「力が
ついてきたと思う」という問いに対し
ては「どちらとも言えない」と答える
学生が多く、45 パーセント程度でした。
後期はこの学生たちのグループは、R&L
の PC を使った授業をしているのですが
それに対して、「力が付いてきたと思う」
という聞き方でいきますと、リスニン
グの力が付いてきた、リーディングの
力が付いてきたというのが、演習をやっ
ていた時よりは、PC をやっていた時の
ほうが、「そう思う」の方が増えていま
す。リスニング力は、演習だと 33 パー
セントだったのが、PC だと 47 パーセン
トの人が「力が付いてきたと思う」と
答えています。これは同じ学生です。
同じ学生が、前期では 40 人もいるクラ
スですが先生と一緒に勉強して、後期
ではPCで勉強した結果を聞いています。
実際の英語力のことを測っているので
はなくて、学生が自分の気持ちとして、
英語力が伸びたなと思うかどうか、そ
の気持ちとしては、やはり PC は結構伸
びがある、普通の対面授業よりは PC の
ほうが、力が付いてきたと思う部分が
強いということが分かっています。こ
れはまだ１年間しかやっていませんの
で、それの結果なのですけれども、や
はり PC の英語力を培う力というのは、
それなりにあるのではないかと考えて
います。
　それと同時に、この背景として、学
生が PC を使い慣れているとか、あるい
は家からインターネットで宿題などを
することができる環境にあるのかとい
うのを、2006 年度からの実施に向けて、
50
前年度のアンケートで調査したものが
あります。これは 2005 年度のデータで
す。前期は約 2,000 人の学生が履修し
ていて、そのうちの 78 パーセントが、
自宅からインターネットを利用するこ
とができると言っていました。後期で
は 81 パーセントですから、だいたい８
割ぐらいの学生たちが、自宅からも使
えるという環境にあるわけで、パソコ
ンに慣れていると私たちは判断しまし
た。PC やインターネットを使って、英
語の授業を展開することは、十分でき
るという裏づけがとれたという感じな
んですね。
　次に教材として、どういうものがあ
るかということになりました。自分た
ちで制作することは不可能だろうと。
それよりは市販されている製品に良い
ものがあるということで、「スーパー英
語アカデミック版」というものに出会
いました。これは偶然ですが、英語単
位未修得者に対して実施している英語
単位認定試験について、もっといいも
のはないかしらと探していた先生方が
出会ったソフトだったのですが、ふた
を開けてみたらものすごくたくさんの
コンテンツがあるものだということが
分かりました。先ほどのネットアカデ
ミーは、ユニットが 50 と 50 で 100 種
類ぐらいの練習問題があるものですが、
それに対して「スーパー英語」は 800
ユニット以上あるものでした。そして
また内容が、英語で一般教養を学ぶ教
材編成ということで、話題がとても豊
富でした。それから、いろいろな練習
問題や練習の仕方が入っていて、実は
一つのユニットをやるのにだいたい１
時間ぐらいかかるようなしっかりした
教材でした。もちろんインターネット
に対応していて、インターネットで繋
がることができるということが分かり
ました。内容は本当に豊富です。医学、
物理学、化学、そして自然科学関連で
は、生物や天文学も入っています。人
文社会、科学関連では政治、経済、地理、
哲学、心理学、歴史、考古学など。リー
ディングではこういうわりにしっかり
とした内容のものがあるし、それから
リスニングでは、日常会話というのは
当たり前ですが、大学のキャンパス内
での会話や講義も入っています。大学
生のためにということで教材を編成し
直して新しく開発されたものだという
ことで、内容も非常に気に入りました。
　立教大学の英語の環境を見てみま
しょう。この全カリ、私たちのやって
いる１年生用の週４回の全カリの学習
の環境があります。必修で４種類ある
中の、前期・後期で８種類になります
ね。それのうちの一つの R&L	PC と、そ
のほかに図書館に行けばいろいろなメ
ディアがありますし、学部の学習環境
もあります。そういう大学内での学習
環境の外に自宅などの学習環境として、
Rikkyo	 English	 Online（REO）という
ものを考えました。
　REO のシステムでは、立教大学の学生・
教職員に全員 ID とパスワードが与えら
れます。URL にアクセスした後にこれら
を入力すれば、個々人のページにつな
がることができます。REO はもともと
「スーパー英語アカデミック版」という
名称でしたが、制作会社からは、大学
それぞれが自分たちでレイアウトを考
えてよいということでしたので、立教
の写真を数多く編集して、このような
デザインになりました。私の ID とパス
ワードでアクセスすると、「ログイン」
「Welcome」と表示されます。それでい
ろいろな講座が受けられるようになっ
ています。プレイスメントクイズとテ
ストバンクがあり、TOEFL、TOEIC に準
じたさまざまなテストが受けられます。
中心はトレーニングバンクというリー
ディングとリスニングのユニットがレ
ベル別に入っているところです。具体
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的に見てみましょう。イントロダクト
リーレベル、これはすごく易しいレベ
ルですが、リスニングなどでは基本構
文というものが出てきて、学生たちは
この構文の練習として、音を聴いて文
字を入力します。市販のゲームでもこ
ういうものがあるかと思いますが、まっ
たくそういう感じで、楽しくディクテー
ションができます。
　それから、ベーシックレベルのリー
ディング。「民主主義とは」を選んでみ
ましょう。速読やパラグラフを入れる
練習など、こういう感じでいろいろ文
章が表示されます。いろいろな読み方
もできるようになっており、同じ大学
を何度も勉強するようになっています。
　速読トレーニングのページでは、と
にかくどんどん読まなければいけなく
て、画面上に表示されている秒数が変
わっていきますが、この秒が終わると
文章も消えてしまいます。ですから、
とにかく必死に読まなくてはなりませ
ん。
　我々はこの REO という教材で、英語
教育環境全体を包み込んだわけです。
その後、学生だけではなく教職員にも
環境を広げ、実はとてもたくさんの人
数、先ほど 18,000 とご紹介いただきま
したけれども、そのあと教職員も加わ
りましたので、現在では 20,000 人以上
が ID を持っている状態です。ただし、
まだ宣伝不足とかいろいろありますの
で、実際にはログイン数だと 2,800 人
ぐらいですね。これは、ユニークユー
ザー、一度でも触ると数に数えられて
います。それが 2,800 人ぐらいという
ことです。７月に学生に ID を送ります
とアナウンスしたら、500 人ぐらいが関
心を持ったようです。その後からは少
しずつ下がっているようです。さらに
10 月になって教職員に ID とパスワード
を配布しましたので、そこでまた増え
ています。
　学部ごとの数字も出ています。利用
率の高い観光学部、理学部などは、実
は私がPCの普通授業を持っていまして、
授業の中で REO の宣伝をしているんで
すね。宿題にこれをやっておくと力が
つくよ、などと紹介したわけですが、
それで少し増えたりしているのではな
いかと思います。
　立教では対面授業と、それを補う意
味での PC 授業があります。さらに REO
はその外側にあって、授業で覚えたや
り方、PC を使っての英語の勉強の仕方
を家庭でもやってみることができます。
あるいは、先生主導で活用できます。
授業で PC を使う勉強を奨励しながら、
つまり、対面授業で一所懸命ディスカッ
ションをやっているのだけれども、ま
だボキャブラリーが足りないなと先生
が思ったら、では REO のこれをやって
ごらんなさいとか、あるいは、分野が
いろいろありましたから、何かの話題
で、みんなやっぱり理学部だけど全然
理系英語が分かっていないじゃない、
ということになったら、理学系のリー
ディングをここで自習してもらうとか、
いろいろな形で活用できます。まず先
生が REO を理解してそれを自分の授業
内で宿題として課すとか、あるいは周
囲に勧めるとかが第一歩でしょう。そ
ういう意味で英語の学習環境として
やっと存在させたところなので、これ
からそれをどう活かして有機的に実際
の英語の授業や学生の英語力に結びつ
けるかということが大切だなと思いま
す。
　今後の REO のことになりますが、ま
ず活発に活用してもらうため、少なく
とも活用マニュアルみたいなものをつ
くらなければいけないと思っています。
実は、高校生（推薦入学など秋季入試
での合格者）のための簡単なマニュア
ルは作りました。あとは、理想として
は教職員用も作りたいと思っています
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が、まだできていません。それから、
PC クラスとの連携ですね。さらに他の
クラスや試験での利用。これからはい
ろいろな形の授業というのがあってい
いと思いますので、REO を中心にした
勉強でも単位をあげてもいいのではな
いかと思っています。ただし、それぞ
れの特徴というのもやっぱり活かして、
REO を使うのであれば、PC で勉強でき
る特徴のあるところを目的としてシラ
バスやカリキュラムを考えなければい
けないと思っています。
　それから、運営部門の専門化・効率
化というのが一番の悩みです。今は英
語教育研究室がやっている形になって
いますけれども、先ほどの 1,000 コマ
の運営だけでかなり負担をかかえてい
るものですから。実は最初にパスワー
ドを配った時も大変な騒ぎになりまし
た。REO 専用のＥメールアドレスに何十
通も質問や文句が来てしまい、「なぜ頼
みもしないのに送ってきたんだ」とか
「これは一体何だ」というのもありまし
た。それから、学生に配ったら今度は
先生方から「英語の先生しかまだ ID を
もらっていないようだが、自分はもう
すぐ学会があるから早く欲しい」等と
かいろいろなことがありました。やは
り専門の支援の組織がいるのではない
かと考えています。
　立教の場合は１年生の PC クラスの授
業で、まず土台をきちんと作っていま
す。コンピュータを使ってとか、イン
ターネットを使ってどう勉強したらい
いかまでは教えていると思います。そ
して REO を自習環境として置きました。
ただ、それをずっと続けていくのには、
やっぱりいろいろと励ましも欲しいだ
ろうし、何か指導も欲しいだろうと思
います。そこの部分がまだ全然手薄で
す。
　それからもう一つ、先ほどちょっと
お話しましたけれども、ウェブテスト
を2010年に導入しようと思っています。
入学時にウェブテストを受けて、自分
の英語力を、リスニング・リーディン
グそれぞれどれぐらいの実力か把握し、
授業を受けながら１学期の終わりにま
たテストを受け、学年末にテストを受
ける。そういうことをやることによっ
て、自分の英語力をある程度、点数で
測れる部分だけは把握できると思うん
ですね。それを続けていくことによっ
て、２年生以上は自由選択科目を履修
する形になりますけれども、自分のこ
こを伸ばしたいとか、本当に伸びたか
どうかも、テストで変化を見ることが
できる。そういうようなことができた
ら、それはもしかしたら一つの継続す
る地道な学習のもとになるのではない
かと我々は考えています。ですから、
これからは REO と PC の普通の授業と、
ウェブテストの３つを組み合わせて活
用しながら、一番大事な対面の、本当
に発信できる、異文化に対応できる英
語力をつける英語学習ができるように
なったらいいなと思っています。
○司会　どうもありがとうございます。
川﨑先生には、大人数の学生および教
職員を相手にして、外国語教育の中で
ブレンディッド型のｅラーニングの例
をお示しいただきました。
　続きまして、事例報告２としまして、
五十嵐暁郎先生にお話をいただきたい
と思います。五十嵐先生には、一つの
正規学部のオンデマンドの授業の例と
しまして、先生が 2005 年に制作されま
した「平和と安全保障」、そして 2006
年後期および今年の後期で、インター
ネットを通じて単位を出す授業として
開講しておられますので、コンテンツ
を制作した時の苦労話等含めまして、
お話をいただければと思います。よろ
しくお願いします。
○五十嵐　五十嵐です。今、ご紹介を
あずかったことについてお話ししたい
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と思います。このオンデマンドの授業
のコンテンツをつくったのは、ここに
書いてある採択がされたあとの授業と
してでしたので、お話があったのはも
う秋になったころでした。その年度中
につくらなくてはいけない話でしたの
で、スケジュールはかなり厳しかった
です。12 章立てぐらいのもので、それ
ぞれがかなり内容の濃いものだったも
のですから、どうしようかと思ったの
ですけれども、平和教育という、お金
に縁がない分野でかなり充実した準備
ができるというので飛びつきました。
　ちょうど立教大学で平和コミュニ
ティ研究機構という、平和研究所がス
タートした時でもありましたし、また、
全カリの立教科目に「平和」という科
目群ができたり、あるいは大学院で平
和コミュニティ研究科目という科目が
できたりして、実は立教大学は日本の
大学の中で、最も平和教育科目が充実
した大学になったのです。学内でもあ
まり知られていませんけれども。そう
いうことで、ここは頑張ってつくって
みようと思いました。
　この「平和と安全保障」という内容
は、従来の平和研究の多くの場合のよ
うに理念的なものでもなく、一方で安
全保障という「現実主義」的に実証的
なものでもない、両方を併せたような
ものです。安全保障論においては、「非
伝統的な安全保
障論」というも
ので、国家が武
力を使って行う
安全保障ではな
くて、国家以外
にも、NGO とか、
あるいは地方自
治体とか、そう
いう主体も含め
て非軍事的な手
段で平和をつく
りだすという、そういうことを主にし
て考えた新しいコンセプトです。この
新しい分野は教科書もない状態だった
ので、私ともう一人、佐々木寛さん（現	
新潟国際大学准教授）という、彼は立
教の卒業生で平和研究の専門家ですけ
れども、その佐々木さんと組んでやろ
うということになりました。
　資金的にも恵まれていましたので、
助手の方に資料を集めることをお願い
することもできました。写真やグラフ
とか図を豊富に盛り込むことができま
した。こんなことは確かにめったにな
いことだと思いました。ですから、そ
れだけに、できるだけ多くの学生に見
て、また議論してほしいと思っていま
すし、コンテンツに対する愛着は非常
に強いです。この中で沖縄ロケーショ
ンもやりましたが、そこでは雨にたた
られて、沖縄で北から南へ車を飛ばし
て行ったり来たり、右往左往したりし
たこともあります。
　受講希望者はかなり多くて、履修登
録の競争率は 10 倍近くあったかと思い
ます。ところが、参加率というか、実
際にオンデマンド授業を見て、ディス
カッションにも参加し、レポートをき
ちんと書くという学生は意外にも少な
かったのです。しかも驚いたことに、
最初の授業から参加率は 60 パーセント
ぐらいしかなかった。これはショック
でしたね。オンデマンド授業に対する
期待は高いんですけれども、そこにい
ろいろな問題が含まれているというこ
とも、その時に感じました。
　例えば、一人で対面授業の緊張感を
持続することは難しいようです。たま
たま私のゼミの学生がいましたが、彼
は脱落したということでした。私の顔
をゼミでも見、オンデマンドでも見る
というのに耐えられなかったのかもし
れませんが（笑）。
　もう一つは、私たちが張り切ってつ五十嵐　暁郎
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くりすぎたせいもあって、全カリの科
目でありましたが、内容は１年生や２
年生にとってはかなり難しすぎたよう
です。それも難点でした。実は、今年
は春に、申請書類に目を通して、熱意
があふれている者、しかもできれば３、
４年生を選んだのですが、やはりなか
なか思ったほどの効果は出ない。どう
してなのかなと思ったのですけれども、
たまたまこの問題で、早稲田でシンポ
ジウムが去年ありましたが、その時に、
明治大学の先生が、やはりオンデマン
ド授業をやっておられるのですけれど
も、前期にゼミをやって、その延長線
上にオンデマンド授業をやったという
ことでした。これはディスカッション
がかなり活発に行われたということで
した。これは、一つのヒントではない
かと思います。
　つまり、ｅラーニングと矛盾するよ
うな感じがしますが、顔見知りである
と議論は活発化するということがあり
そうな気がします。先ほど平和コミュ
ニティ研究機構のことに触れましたけ
れども、われわれは平和研究をコミュ
ニティというコンセプトを使って行っ
ています。グローバリゼーションの時
代で、いろいろなコミュニティが壊れ
たりできたりしているんですね。コミュ
ニティに関する研究というのは、この
10 年ぐらいで爆発的に行われるように
なりました。その中に、このｅラーニ
ングというか、インターネットのコミュ
ニティというのも、重要なコミュニティ
として存在するんですけれども、それ
を研究した文献によると、インターネッ
トの通信相手というのは、意外にもロー
カルコミュニティ内部に多いのです。
圧倒的多数がローカルコミュニティの
隣人であり、また、普段、一緒に仕事
をしている人たちだったのです。
　 コ ミ ュ ニ テ ィ に 属 し て い る、
belongings という言葉を使い、そのこ
とがコミュニティをつくるといわれま
す。自分は属しているという感覚を持
てないと、なかなかコミュニティに積
極的に参加することができないという
のが、実はインターネットコミュニティ
であり、e ラーニングの学習態度の問題
にかかわってきているのではないだろ
うかと思っています。
　オンデマンド授業にはいろいろな可
能性がありますけれど、先ほど吉田先
生の話の中にありましたように、コー
ディネートする人が必要です。ディス
カッションの中に入っていって、それ
をリードする人がこのオンデマンド授
業には設けてあります。「教育コーチ」
といいます。ここには、たまたまその
時に法学部の助手で、平和研究の専門
家で、助手として非常に優れている。「カ
リスマ助手」と呼ばれた浪岡新太郎さ
んを採用することができました。彼は
一所懸命やってくれて、ディスカッショ
ンを盛り立ててくれました。ここまで
やる人はいないだろうというぐらいで
したが、なかなか薪に火がつかないと
いう感じです。彼は現在、パリで大使
館の調査員として勤務する傍ら、パリ
から一所懸命対応してくれています。
このへんはちょっとｅラーニングらし
いのですが、なかなかうまくいきませ
ん。
　それで、実は今年は、ブレンディッ
ド型の授業というのをやってみようか
なと思っています。つまり、「コミュニ
ティ」を意識させるような仕掛けをま
ずやってみようと思います。つまり、
授業の最初の段階で、授業を受けてい
る早稲田大学の学生と立教大学の学生、
それぞれ 30 人ずつを一度ぐらいは集め
てディスカッションをしてみたらいい
のではないか、ガイダンスとディスカッ
ションをしてみたらいいのではないか
と思っています。もしこれをやると、
もう少し活発な議論ができるのではな
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いかなと期待しています。来年はそれ
を最初からもくろんでみたいと思って
おります。
　オンデマンド授業は、ディスカッショ
ンが主体になるという可能性を持って
いると思っています。実は、私のゼミは、
ｅラーニングと言えないかもしれない
けれども、テキストを読んだら、学部
のゼミも大学院のゼミも同じように、
ゼミの学生全員にコメントを書かせる
のです。コメントを書かせて、幹事の
学生に送ります。すると彼、彼女がそ
れを編集して、コピーして持ってくる。
それを見ながら次々に発表してディス
カッションするんです。これは、初め
は全員に義務を与えるというか、発言
させるために使いましたけれども、で
も、実際にやってみると、ほかの人の
議論にお互い関心を持つのです。特に
大学院のゼミの場合、私が授業を担当
している 21 世紀社会デザイン研究科は
社会人を中心とした大学院ですが、こ
れは、授業の途中からかなりコミュニ
ティができてくるという感じがします。
音楽の演奏を練習しているうちにだん
だん面白みが出てくるような感じに
なってきて、最後のほうはお互いにど
ういう反応をするかだいたい分かって
きて、非常に面白い授業ができている
ように思います。オンデマンドでも本
当はこういうことができるのではない
かなと思っています。
　それから、これも早稲田のシンポジ
ウムで出てきたことですけども、学
習するにあたって何らかのハンディ
キャップがある人、なかなか大学に出
てこられない人のためには、これはか
けがえのないシステムだと思います。
　時間がなかなか自由にならない社会
人学生たちもそうです。それから、社
会人学生のもう一つの意味は、18 歳の
大学生と違い、自分なりの経験を持っ
ていて、読み込む力があると思います。
これはオンデマンド授業に限らないの
ですが。そうすると、自分の経験に引
きつけて、意味づけを与える力を持っ
ているのではないかと思います。今やっ
ているところでも、早稲田の社会人の
女性の学生が非常に積極的に参加して
いるのは、そういうことではないかと
思うのです。
　もともとオンデマンド授業は、繰り
返したり、早送りしたり、遅送りしたり、
そういうことを自分のペースでできる
わけだから、本当に利用しようと思え
ば、その効果があるのではないかと思
います。
　今後について考えていることとして
は、ブレンディッド型の授業を使って、
フェイス・トゥ・フェイスの関係も折
り込みながら、ディスカッションで盛
り上がるような授業はできないか、ト
ライしてみたいと思います。
　それから、これはさらなる期待です
けれども、授業の経験、ディスカッショ
ンの内容によってコンテンツを部分的
に変えていければ面白いかなと思うん
です。
　オンデマンドの特徴は、大学の枠を
超えて授業ができることです。平和教
育は、ヨーロッパでは非常に盛んになっ
ているので、機会があればもっと広い
範囲の大学と交流したいと思っていま
す。しかしもう一面では、やはり教育
コーチといいますか、コーディネート
することはかなり難しいし、すごいエ
ネルギーが必要なので、私たちだけで
はとてもできないと思います。そのへ
んももう一つの課題かもしれません。
以上です。
○司会　五十嵐先生には、オンデマン
ド授業のための手作りの教材の制作と
利用ということについてお話をうかが
いました。そして、今後の可能性につ
いてもご発言いただきました。
　それでは、今度は教員を支えてくだ
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さっている職員の立場から、佐藤雅信
様にお話をいただきたいと思います。
立教大学のメディアセンターの職員と
して、お話にありましたオンデマンド
授業や、あるいは REO の運営にも深く
携わっていらっしゃいますので、その
へんの支援体制がうまく整っているの
かどうか。ノウハウ、その他について
お話をいただければと思います。よろ
しくお願いいたします。
○佐藤　ただいまご紹介にあずかりま
したメディアセンターの佐藤です。私
からは、日ごろ先生方を支援させてい
ただいている職員の立場から、これま
での先生方の話を受けて、少し報告さ
せていただきたいと思います。
　お話の内容ですけれども、先生方の
授業を支援させていただいているメ
ディアセンターの業務や、その体制は
どういった形になっているのかという
ところを、まずは紹介させていただき、
立教大学のｅラーニング環境について、
川﨑先生や五十嵐先生のご紹介を受け
て、ほかにもありますので、それにつ
いてもお話しさせていただきたいと思
います。
　それ以降は、特にメディアセンター
としましては、コンテンツ制作という
ところに少しフォーカスして、その流
れであるとか問題点、その問題点に対
する解決案みたいなところを少し探っ
ていければと思っています。
　まず、メディアセンターの業務です
け れ ど も、 情
報企画委員会
という意思決
定機関のもと
で、教育研究に
フォーカスし
て、V-Campus を
核とした情報マ
ルチメディア環
境の整備と利活
用支援というのを行っています。まず
この基盤の整備というところで、ネッ
トワークやサーバー、あるいは認証基
盤とか、メール、PC 教室といったとこ
ろの環境の整備。一方では、マルチメ
ディアに関する環境の整備といったと
ころを行っていて、そういった基盤の
部分を先生方にご利用していただくた
めのさまざまな活用支援というものを、
最近では業務ボリュームとしては多く
行っております。IT 系というところで
は、ホームページの作成ですとか、あ
るいはメールの利用支援、PC 教室の利
用支援。それから、今回のテーマにも
関係してきますような授業支援システ
ムの利用支援といったところ。それか
ら、AV 系、マルチメディア系に関しては、
プロジェクターですとか、こういうノー
ト PC を使った授業に対して、その貸し
出しや使い方のお手伝いみたいなとこ
ろ。さらには、語学系の先生であれば、
その授業で使う英語の教材や初習言語
の教材。あるいは、外部の教材をダビ
ングして授業で使う。
　さらに進むと、テレビの録画も依頼
されたりしています。そういったもの
を、最近では IT 系、AV 系に限らないと
いいますか、融合されたような依頼が
どんどん増えてきておりまして、それ
だけ先生方の授業での ICT の利用形態
というのがどんどん進んできているの
かなと感じております。
　メディアセンターは、そういった先
生方をどのように支援しているかとい
うところですけれども、まずメディア
センター長は、数学科学科長の木田祐
司先生。それから、メディアセンター
の課長、今日も聞きに来ていただいて
いますけれども、このもとで、専任の
職員としては、課長を含めて５名でやっ
ておりまして、ほとんどの利用支援と
いう意味では、外部の協力会社の技術
力やサポート力に大きく頼って運営し佐藤　雅信
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ているという現状です。
　今回のテーマでもありますｅラーニ
ングですとか、コンテンツ制作といっ
たところについては、Web コンテンツ制
作管理チームの３名で主に運営してい
ます。
　それから、立教大学のｅラーニング
環境ですけれども、まずは下のほうか
らいきますと、自学自習中心のｅラー
ニング教材というものを、先ほど川
﨑先生からお話しいただいたアルク
「ネットアカデミー」、REO のほかに、
「WebClass	（ウェブクラス）」というシ
ステムで学習できるオンライン教材を
購入しておりまして、例えば情報倫理
という科目では、経済学部の１年生が
全員必修科目を通じて、このオンライ
ン教材を使って学習することになっ
ております。また MS	 OFFICE、Word、
Excel、PowerPoint の使い方について
も簡単に学べるようになっております。
これらについては、例えば Word です
と、今年度は 349 名、Excel は 173 名、
PowerPoint は 122 名といった学生たち
が受講しておりまして、まだまだ宣伝
不足というところもあると思いますけ
れども、こういったものも含めて、学
生の学習に役立ててもらえればと思っ
ております。
　もう一つは、授業支援システムとい
うところで、これは先生の対面授業を
補完する、あるいは活性化するための
システムとして、サイバーラーニング、
それから CHORUS（コーラス）と呼んで
いるものがあります。サイバーラーニ
ングに関しましては、インターネット
上に先生の授業の資料をアップロード
して、受講生以外にも勉強させること
ができるような仕組みとして、2001 年
度からスタートしました。これに関し
ては、学生の予習復習に活用させると
いうことなのですけれども、現在、過
去３年間、100 科目程度で今のところ推
移しております。
　一方では、CHORUS と呼んでいるも
のがありまして、これについては、す
べての授業についてあらかじめ授業の
ホームページを用意しているものと
なっています。このそれぞれの授業に
対して、それぞれ対面授業を補完する
ようなさまざまな機能がついておりま
して、例えば教材をアップロードして
おくほかに、受講生のあいだでディス
カッションしたりですとか、あるいは
先生に質問を投げかけて、そのフィー
ドバックをしたり、あるいは、川﨑先
生を中心とした英語の先生方が使われ
ているような、小テストをこの中で課
すとか、そういったさまざまな使い方
がなされています。
　サイバーラーニングは、最近は安定
した利用推移をたどっているのですけ
れども、CHORUS については、ここ３年
間で 253 から、今年度は 500 というよ
うに、利用コマ数が増えている状況で
ございます。
　そして、もう一つオンデマンド授業
について、五十嵐先生の授業をはじめ、
メディアセンターのスタッフを中心に、
今回、コンテンツ制作に当たらせてい
ただいておりますので、それについて
少しお話をさせていただきたいと思い
ます。オンデマンド授業の取り組みと
いうことで、2004 年度からオンデマン
ド授業流通フォーラムに参加しまして、
共同評価実験としてスタートしました。
　2005 年度から実際に１科目を提供し
て、早稲田大学とともにオンデマンド
授業の交換をするというところからス
タートしました。学内の事務局体制と
しては、学内オンデマンド授業ワーキ
ンググループということで、教務部、
メディアセンター、それから総長室と
いったところでタッグを組んで支援体
制をつくりました。
　それで、2006 年から 2007 年度にかけ
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ましては、各年度１科目ずつ全カリに
設置する科目として授業を制作してい
きまして、今年度は早稲田大学以外の
大学とも授業の相互受配信をしている
状況であります。
　こちらは、どういうメリットがあっ
てオンデマンド授業が始まったのかと
いうのを、少し振り返ってみたいと思
います。学生にとってのメリット、こ
れは無視できないところだと思うので
すけれども、先ほど五十嵐先生からの
お話にもありましたように、ビジュア
ル化されるということで、理解しやす
くなる。それから、いつでもどこでも
という話では、これは実際に五十嵐先
生の授業でアンケートをとられて、実
際にあった回答ですけれども、特に就
職活動中の学生は、急にセミナーなど
に行かないといけないというのがあり
まして、授業に出席したいのに出席で
きないというような状況が出てくるわ
けですね。そういった時にも、オンデ
マンド授業のようなものがあれば、単
位を諦めなくて済むという、切実なる
意見が上がっていました。
　さらに、BBS というものがありますの
で、これによって多様な価値観に触れ、
コミュニケーションスキル獲得の機会
が得られるというのも大きいと思いま
す。
　そして、先生にとってのメリットで
すが、授業コンテンツがデジタル化さ
れるというのもそうですが、やはり学
生の受講状況や理解度が確認できて、
授業運営がしやすくなるというところ
が、先生方にとっては大きいのではな
いかと思いました。
　もう一つは、BBS によって活発にや
りとりされた内容が、さらにその授業
に対して付加価値を生むということも、
五十嵐先生の授業を拝見していて思っ
たことです。
　それから、そういったオンデマンド
授業ですけれども、非常に先生方の負
担が重いということが、これまでの支
援から感じられました。この制作の流
れを見ましても、まず科目を選定しま
す。そのあと担当の先生のところから
矢印がいっぱい伸びています。それだ
け先生にものすごく負担がかかってい
るということだと思うんですね。授業
計画を策定するところから始めなくて
はなりませんし、そのために資料や素
材をたくさん集めてこなければならな
い。それをもとに PowerPoint に落とし
込んでいって、今度は長い時間、撮影
で拘束されてしまうと。この先生方の
負担というのが非常に大きいと思って
おります。それ以降コンテンツを統合
してというところは、制作会社さんに
お願いしています。履修情報、履修者
の登録ですとか、授業運営についても、
ヘルプデスクとともに外部の LMS とい
いますか、授業支援システムを使わせ
ていただいています。
　やはり今お話ししましたように、オ
ンデマンド授業の課題として、コンテ
ンツ制作という立場からお話しさせて
いただくと、まず先生にとって非常に
負担がかかることですね。資料の収集
や編集にとても時間がかかる。授業の
映像の収録に長時間拘束される。こう
いったところの先生方の負担。一方で
は、対面授業とは別に、教務事務といっ
た作業が必要になりますし、学内のア
ナウンスも必要になります。オンデマ
ンド授業流通フォーラムの枠組みの中
で活用しておりますので、対フォーラ
ムですとか、先生との契約やその他ス
キームの確立。あるいは、外部の素材
を使う場合には、著作権の処理といっ
たものもありますし、こういった全体
を考えても、一つの授業制作を行うの
には莫大なコストがかかるというのが
見えてくるかと思います。
　これに対して、メディアセンターと
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しましては、まずは授業収録の負担軽
減を考えるような仕組みづくりが必要
なのではないか、一方では、このあた
りの煩雑な事務手続きについては、必
要な手続きを手順化し、体系化してい
き、そういった業務を一手に担うよう
なセンター組織を用意しないといけな
いのではないかなということを考えて
います。まず収録の負担軽減のための
仕組みづくりとして、対面の授業中に
も収録できるような教室設備にすべき
ではないか。例えば今も大教室の中で
カメラをあらかじめ設置して、カメラ
で先生が対面の授業をしている様子を
収録していますが、それをそのままオ
ンデマンド授業の教材にできるような
設備を整備したらいいのではないか。
それから、メディアセンターとして、
これは上層部の方々に強く訴えている
ところなのですけれども、スタジオ設
備の存在ですね。今まで先生方、過去
に３作品、今年度４作品めを撮影して
いるのですけれども、授業の合間で空
いている部屋を取って、そこで収録し
ているものですから、チャイムの音が
入ってしまったり、学生の足音が入っ
てしまったりと、先生方にとって非常
に良くない環境の中で収録に臨んでい
ただいていました。これを少しでもス
ムーズに収録していただけるようなス
タジオが必要なのではないかと思って
おります。
　それから、最後に触れたいと思って
いますが、授業コンテンツにさまざま
なバリエーションを設定して、先生の
さまざまなニーズに対応できるような
コンテンツづくりを心がけないといけ
ないのではないかと考えます。
　さらに、この一連の手続きや文章を
体系化してひな型を用意するというと
ころでも、それぞれ今までのやりとり
や手続きを受けて、必要なものを整備
していくべきだと思います。あるいは、
そういった業務そのものを一手に担う
ようなセンター組織を整備すべきだろ
うということで、この部分については、
私の上司の課長のほうで働きかけを進
めているところです。対面の授業と同
じように教務事務作業が発生しますし、
対フォーラムですとか、制作会社、先
生とのいろいろなやりとりがあります。
制作については、進行管理しないとい
けないですし、著作権の問題もありま
す。その他、履修生のアナウンスです
とか、授業開始後の一連のサポート。
そういったものが、対象の授業が増え
てくるにしたがって、それだけの業務
ボリュームが発生しますので、専門の
組織をつくってやるべきだろうという
のが、一つの考えであります。
　やはり授業のコンテンツ制作には、
先生方に多大なる負担がかかっている
ということと、それに対してやはりコ
ストもかかっているというのが現状だ
と思います。
　これまでは、こういったとてもお金
がかかるリッチなコンテンツで、特に
五十嵐先生の沖縄ロケのように、映像
プラス音声さらに現地取材型というこ
とで、非常にお金のかかる授業コンテ
ンツだったものですけれども、お金と
手間がかかる制作の仕方をしていたと
思うんですね。これはこれとして、もっ
と先生方が気軽にコンテンツ制作に取
り組めるようなさまざまなバリエー
ションを用意して選んでいただくとい
うのもいいのではないかと思いました。
　例えば、リッチ型というところで
は、少しコストを押さえるというとこ
ろで、例えば先ほど話しましたように、
既存の教室設備にカメラや録画出力と
いったものを用意して、先生が対面の
授業をしているその場で、コンテンツ
をつくってしまうというやり方がある
でしょう。こちらは PowerPoint と音
声、映像をセットで撮ることができる。
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一方では、黒板だけを使って、数学の
数式をずっと書いて勉強させるような
授業もあると思います。さらに、もう
少し簡単につくれるという例では、映
像プラス音声で、シミュレーション型
と書いていますけれども、コンピュー
タのソフトウェアの操作などを、人が
操作している動きをそのままキャプ
チャーしてというか、取り込んでコン
テンツ化することができるわけです。
ですから、そういった IT 系の授業に関
しては、こういったものも有効なので
はないかと思います。
　もう少し導入編の内容について
は、音声プラス PowerPoint。例えば
PowerPoint の教材があったとしたら、
それを声のいい人に読み上げてもらう。
それだけでもそれなりのコンテンツが
つくれるのではないかと思います。
　最後に、HTML ベース、インタラクティ
ブ性というものが大切だという話もあ
りますので、これは HTML、特に Flash
といった技術を使って、動きのあるコ
ンテンツをつくりあげて、学生が、例
えば数字のシミュレーション計算がそ
の場でできて結果が分かるとか、そう
いったものをつくってもいいのではな
いか。こういうさまざまなバリエーショ
ンを用意することで、先生方が少しで
も気軽にコンテンツ制作に取り組もう
と感じてもらえればなと思っておりま
す。
　最後に、メディアセンターとしての
これからの挑戦ということなのですけ
れども、まずは ICT を活用した授業支
援ツールの利用支援と定着ということ
で、少しでも ICT を使って授業を進め
ていただくように私たちメディアセン
ターのスタッフとして、その ICT にお
けるメリットの訴求というものを進め
ていくべきだろうと。そして、利用シー
ンに合った支援ツールの使い方も、機
能がたくさんありますので、どのよう
にやっていいか分からないというのも
ありますし、先生方の授業に合ったや
り方をこちらから提案していかないと
いけないと考えています。
　それから、教務事務センターとの連
携という部分では、履修登録者データ
がスムーズに先生方に、授業が始まる
時に受け渡しできていれば、先生方も
最初から使っていけるというところが
ありますので、これは非常に重要なこ
とだろうと思います。
　さらに、コンテンツの作成支援体制
という意味では、まだまだわれわれメ
ディアセンターの中に体制もスキルも
足りていない部分がありますので、外
部の専門家のスキルを活用しながら、
実際に先生を支援するわれわれ側のス
キルも上げていかないといけないと
思っています。
　授業教材のデジタル化という点では、
著作権の権利処理という問題が非常に
大きいということで、著作権に対する
意識の底上げですとか、あるいは、そ
ういった権利処理が必要なものも含め
て、デジタルコンテンツの流通のため
の仕組みづくりというものに取り組ん
でいかなくてはならないと思っていま
す。　
　少し時間がオーバーして駆け足に
なってしまいましたが、以上で報告を
終わらせていただきます。ありがとう
ございました。
○司会　スタッフのご苦労、およびオ
ンデマンド授業を担当する教員の大変
さというのが垣間見られたような気が
いたします。ここで、残り時間がわず
かではございますが、いったん休憩を
取ったあと、第三部、討論に入りたい
と思っています。
【第三部】
○司会　指定討論者をご紹介いたしま
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す。山口和範経営学部教授でございま
す。山口先生には、今日は教務部長と
いうお立場だけではなくて、オンデマ
ンド授業流通フォーラムの副委員長と
いうお立場で、コメントをいただける
と幸いです。そのあと、皆さんからの
質疑、および、もし可能であれば発表
者の４人の先生どうしの討論という形
で進めていきたいと思います。
○山口　今回、教務部長ということで、
こういう席に座らせられているかと思
うのですが、私自身は、実は教務部長
になる前の 2004 年に、立教大学から１
年間、サバティカルをもらいまして、
その時に、ｅラーニング関して、海外
のオープン大学などを中心に、ドイツ
や韓国で共同研究を行いました。私の
専門は統計学ですので、統計学に関し
てのｅラーニング教材をつくりたい、
大学での統計教育が、日本ではあまり
いい方向に向かっていないということ
をずっと感じていましたので、そのこ
とを改良もしたいということもあり、
いろいろやっていました。
　それで、寄付講座で統計のｅラーニ
ングを立教で実施したいということで、
何回か業者にも来てもらったのですけ
れども、2004 年が終わるころに教務部
長に任命されて、結局計画が頓挫して
しまい、まだ実現していません。いず
れはやりたいと思っていますが。
　実は、統計は
川﨑先生がご紹
介になったよう
な内容の、いわ
ゆるどちらかと
いうとスキル系
な面も一方であ
り ま す。 た だ、
実はスタディか
らシンキングと
か、リーズニン
グということを
データを使ってきちんと行うための教
材として、ｅラーニングが実際に使え
るかどうかということについては、統
計の中でもかなり議論があって、今回
の中で言うと、たぶん全カリという話
をした時に、言語系のいわゆるスキル
系のところだと、うまくいくと言って
いいと思いますけれども、いわゆる考
える力とか、最近でいうと学士力教育
の議論中で、創造的思考力というキー
ワードが入っていると思いますが、そ
ういうものを鍛える時にどのように使
えるのかということについては、いろ
いろ考えることがたくさんあるのでは
ないかと思います。
　教育の議論をする時に、あまり経験
だけで語るのはよくないのだと思うの
ですけれども、私が関係している統計
では、実証研究として、学生をランダ
ムに二つに分けて、一方には強制的に
ｅラーニング、一方は対面ということ
で実験を行い、ｅラーニングは、超え
ることはないけれども劣ることはない
という結果を出しています。そういう
ことを確認しながらｅラーニングの導
入も一方では考えていかないといけな
いのではないかと思います。
　ただ、対面と組み合わせて、例えば
五十嵐先生がおつくりになったような
ものを、例えば対面の授業の中で教材
として使うということは、非常に効果
のあることだと思います。ただ、大学
としてそれに取り組もうとした時に、
今たぶん立教大学で４科目めだと思う
のですが、立教大学で数千コマの科目
が動いている中で、それが実際に全科
目でできるかというと、大学としては
不可能ですし、全カリだけについてや
るということもたぶん不可能です。そ
うすると、最後、佐藤さんのお話の中
にあったように、コスト面のことは非
常に重要に考えていかないといけない
のではないかと思います。山口　和範
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　立教大学の現状は、吉田先生から指
摘のあったように、個人的な行いとか
点の集合というところに、現状はなっ
ているかと思います。ただ、教務部と
いうか、教務部長としては、それが組
織的な流れになっていかないといけな
いのだと思いますし、そういう面でい
うと、解決すべきはたぶんコストの問
題です。一方、今、立教大学で何が問
題かというと、学生の学習時間をどの
ように増やしていくか。現在、いろい
ろな形で調査が行われていて、立教大
学の学生の学習時間の少なさが明らか
になっています。立教大学での調査で
は、少なくとも４分の１の学生は、１
週間で勉強時間がゼロと平気で答えて
いるわけです。そういう学生に勉強さ
せるという時に、こういういわゆるイ
ンターネットを通じたような教材は、
教員が宿題を出すというだけでなくて、
少し関心を持ちながらやらせるという
ところでいうと、かなり有効なのでは
ないかと思います。
　また佐藤さんのお話にあった、授業
を録画して、学生があとから見られる。
それを見ることだけでも勉強になると
思うので、そういう仕組みづくりとい
うのは、まずやっていかないといけな
いのではないかなと思います。
　特に全カリであるとか、青木先生の
ほうから人文科学という話がありまし
たが、ああいうところの授業というの
は、一期一会的な意味合いもあると思
いますが、財産としての価値というの
もかなりあると思うので、そういうも
のを残すということも、ｅラーニング
とはちょっと趣旨が違うかもしれませ
んが、勉強させるという意味では非常
に重要なのではないかなと思います。
　それで、ぜひ吉田先生におうかがい
したいのは、こういう財産として、大
学で行われているものを資産として残
しながら、それを教材として活用して
いる事例があったら、ぜひ教えていた
だきたいと思います。もちろん MIT と
かでやられているようなものだけでは
なくて、もう少し世界的にいろいろな
形で。要するに、大学の講義は流しっ
ぱなしで、消滅していってしまってい
るようなところが、日本の大学などは
特にそういう感覚がありますので、こ
れは本当に記録としてきちんと残して
おくのが非常に重要なのではないかと
思いますので、もしご存じでしたら、
教えていただければと思います。
○司会　では、山口先生から質問が出
ましたので、まずは吉田先生に質問に
お答えいただければと思います。
○吉田　十分お答えできるかどうか不
安ですが、要は何かを残すということ
は、それをもう一度どこかで使うとい
うことを想定するから残すわけですよ
ね。図書館とかアーカイブというのは、
まさしくその場限りではなく、別な形
で使われるか、使われることを目的と
しているわけです。その時に、どこの
部分を残すかということになってくる
と思います。授業に登録している学生
であれば、それを繰り返して見るとい
うことは、単位を取る上で重要になっ
てくるという部分はあると思うのです。
　では、その講義を丸々残してもいい
けれども、ほかにどういう使い道があ
るかというところですが、例えば、翌
年度、もう授業に出て来なくて、それ
を観て問題を解いて単位を与えるとい
う形が大学でできるかどうか。もしそ
ういう計画がおありになるのであれば、
講義そのものを残しておくということ
も、それはそれで価値があると思いま
す。ビデオみたいなものですね。
　ただ、残念ながら、多くの大学では
講義そのものを丸々残すという方向に
なかなか行かないですね。放送大学な
どは、あれは４年間繰り返して流しま
す。前期後期合わせて８回分ですね。
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ただ、試験問題だけは変えるというこ
とにして４年間使っています。これは
大学としての意思決定ですけれども、
もし同じ講義を使って同じような形で
単位を与えていくということであれば、
残す価値は十分あると思いますし、ま
さしくｅラーニング型のところという
のは、そういうことをよくやっていま
す。
　ただ、通常のキャンパス型の大学は、
先生の生の講義があってこそ、といっ
た部分があって、講義そのものを残し
ていくという方向には、今のところあ
まり向かっていないですね。方向とし
ては何が大変かというと、教材づくり
が大変なのです。教材というのは、講
義の教材というよりも、講義の中で
使って見せるための教材、資料です。
それを共有化しようという動きは、全
世界的に始まっていますし、山口先生
がご指摘になられた MIT の OCW（Open	
Course	 Ware）などはそれですね。日本
も OCW の連合体ができましたから、そ
れと連携しています。ただ、日本は資
料を残すというより、あれはまだ講義
を録画したものを残しているというも
のにむしろ近いのですけれども、そう
いう方向になっています。
　あと、教材を残すという方向では、
OCW 型のものと、アメリカではもう一
つ、マローというのがいいのか、メル
ローというのがいいのかよく分からな
いですけど、ワインの中でメルローと
いわれているものがありますよね。あ
れを捩ってカリフォルニアの州立大学
が中心になってつくった教材のレポジ
トリーシステムがあります。Web 化した
教材を、つくられた方に所有権を置き、
それを集めて一覧化するというものも
あります。
　では、ここに入れる教材をどうする
かという時に、領域別に自薦他薦両方
に基づきそれをレビューする委員会が
あって、掲載の可否を決定していくの
です。これは今のところ利用料金は無
料で、誰でも使っていいということに
なっています。
　ただ、それが十分使われているかと
いうことになると、なかなか難しいと
ころがあることも確かです。
　講義そのものを残すという方向につ
いては、それぞれの大学の目的とかか
わってきますが、大学を超えて教材を
共有しようという方向は、OCW なり、あ
るいはメルローなりというものが、今
の動きとしてはあります。
　さらにもう一つ言わせていただけれ
ば、Web の公開性を利用するというこ
とについては、それを FD にしていくと
いう動きもありますね。MIT なども多分
に FD の意味合いを持った Open	 Course	
Ware をやっているのですけれども、そ
うではなくて、先生方が自分の授業そ
のものをいかに変えていくか、改良し
ていくかという時に、Web を使ってい
ます。これは、例えば少し自分の授業
を工夫したいとそのプロジェクトにア
プライします。そこでアプライすると、
担当している授業の様子をそこに事細
かに載せていくわけです。例えば、シ
ラバス、学期途中のレポートの課題、
それに対する学生のレポート、途中の
授業評価、あるいは、工夫してつくっ
た教材などを掲載していきます。それ
について、外側からいろいろなコメン
トや意見をもらうという仕組みです。
これはｅラーニングとはちょっと違い
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ますが、インターネットと教育という
ことを考えた時に、一つの試みとして
そんなものもあり得るかなということ
で、ご紹介したいと思います。
○司会　それでは、ご質問やご意見等
ありますでしょうか。
○質問　私は外部からの参加者で、イ
ギリスの出版社でマクミランという会
社に勤めている小野と申します。
　先ほど先生方のご講演をうかがいま
して、ｅラーニングの柱は三つあるの
かなと感じました。まず一つは、シス
テムの開発です。いわゆるテンプレー
トをつくることですね。二つ目に大事
なことは、コンテンツをつくる。一番
目につくったシステム、ないしはテン
プレートに流し込んでコンテンツをつ
くっていく。三つめに関しては、サポー
ト体制を構築するということがあると
思いました。特に私どもは出版社です
ので、ｅラーニングをつくっていると
いう立場にある中で、今一番悩んでい
るところは、三番目のサポート体制で
す。これが何なのかなということで、
ずっとお話をうかがっていまして、キー
ワードが、五十嵐先生のご講演の中に
ありました。受講率をどうやって高め
るかというお話があったように思いま
す。
　受講率が高ければｅラーニングは成
功なのか、あるいは、コンテンツがす
べてなのか、そのへんはよく分かりま
せん。ただ、われわれはｅラーニング
を売る立場として、受講率が高いとい
うことは非常に大事なことです。その
中で一番大事なのはサポートシステム
だと思います。いろいろなキーワード
が出てきた中で、コーチングという言
葉を使われた方もいらっしゃいますし、
サポートという言葉を使われた方もい
らっしゃいます。われわれはよくメン
タリングだとか、チュータリングとか
いう言葉を使っています。そういう言
葉を使いながら、いわゆるサポートシ
ステムをどうするのか、このｅラーニ
ングの中でサポートシステムをどのよ
うにとらえていらっしゃるのか。佐藤
さんのお話の中に、よく学生アルバイ
トを使われているということがありま
したし、吉田先生のお話の中にも、コー
チをやっているのはアルバイトだとい
うようなお話もあったと思いますが、
そのサポートシステムというのは、ど
の程度の位置を占めているのか、それ
をどういう形で任せていらっしゃるの
か、そのあたりについておうかがいし
たいと思います。
○司会　支援体制について、佐藤さん、
ご説明いただけますか？
○佐藤　まず、立教大学の中での授業
支援システムとしてのサポート体制と
いうところについて、最初にお話しさ
せていただきます。まだ展開している
授業の数が少ないということもありま
して、自前でシステムを持つ費用対効
果がないといいますか、まだそこまで
に達していないので、基本的には授業
支援システムであるとか、それにかか
わるヘルプデスクといったところは、
完全に外部の仕組みを利用させていた
だいています。
　一方で、学内ではどういったことを
しているかといいますと、まずは学生
アルバイトというところで、学生アル
バイト自身の勉強にもなるという意味
で、最前面に配置しまして、さまざま
な先生方のサポート依頼ですとか、そ
ういったところでは、まず学生を活か
せるところは学生に対応してもらおう
というところで取り組んでいます。
　それ以外の、例えば授業支援システ
ムでのサポートですとか、あるいはコ
ンテンツ制作に関するところのサポー
トについては、やはり外部の専門的な
スキルを持った人に常駐してもらって、
そういった人たちの力を借りながら、
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体制を確保しているというのが今の実
態です。
○司会　五十嵐先生からは、教育コー
チについてお願いします。
○五十嵐　その問題もあるのですけれ
ども、一番私にとって問題だと思われ
るのは、最初に「乗せる」やり方です。
まず乗っかってこないのが現状です。
つまり、授業をやっても、履修登録し
ている学生が半分しか来ないというの
は、通常の授業でもあまりないと思う
のです。これは一体なぜなのでしょう。
最初に乗せるということが非常に難し
いです。ですから、Ｅメールを出して、
秒読みのカウントが流れるとか、「やる
ぞ、やるぞ、やるぞ」というサインが
出るようにするとか。オンデマンド授
業ではちょっと遅れてしまうと復帰す
ることがなかなか難しいということも
あるのかなと思ったりもします。
　ですから、先ほど、最初に一回集め
るということを申し上げました。それ
で顔見知りになりながら、さあ、これ
からやるぞという流れに持っていく。
そんなことをやってみたらどうかなと
思っていますね。
○司会　まだまだ続けたいのですが、
お約束の時間が来てしまいました。今、
小野様に、本日のシンポジウムの内容
をうまくまとめていただきました。
　立教大学はどういう教育を目指すの
か、そのためにはどういう教育システ
ムを構築していくのかという根本的な
話がまずあって、それからｅラーニン
グについても語らなければいけないの
かなというような感じもいたしました。
　その流れに沿って、さまざまな FD を
展開していく必要もあるのかなという
ことを今日あらためて思いました。
　今日はとても短いご発表時間の中で、
吉田先生をはじめ、ほかの４人の先生
方、わかりやすくご発言いただきまし
て、大変勉強になりました。どうもあ
りがとうございました。
　これにてシンポジウムを終了させて
いただきます。ありがとうございまし
た。
